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第1月曜日 



町
制
５０
周
年
記
念
事
業
に
３１７
万
円
 

町
制
５０
周
年
記
念
事
業
に
３１７
万
円
 

12月定例会は、11月29日より12月16日までの18日間の会
期で開催されました。 
町提出議案は税条例の一部改正や補正予算など16議案、
議員からは自動車関係諸税の抜本見直しを求める意見書な
ど4議案が提出されました。 
採決の結果、職員の給与に関する条例等の一部改正、及
び自動車関係諸税の抜本見直しを求める意見書は賛成多数
で可決、TPPへの不参加を求める意見書は否決、他の議案
はいずれも全会一致で可決しました。 
一般質問では、前回同様10人が町政全般にわたり質問し

ました。 

一般会計12月補正予算 
3億407万円を減額 

お も な 内 容 
 
○町制50周年記念事業　317万円（5ページ参照） 
　・HAPPYバースディ！おおぐち事業（120万円） 
　・50th記念式典合唱事業（150万円）など 
 
○被災地支援　183万円 
　・今後の支援活動及び調査（83万円） 
　・指定寄付による被災地支援（100万円） 
 
○障がい者自立支援（介護・医療給付費）1611万円 
 
○乳幼児等予防接種追加　362万円 
 
○余野1号公園整備工事減額　2000万円 
 
○道路橋りょう維持整備 
　・道路維持工事追加　4500万円 
　・道路改良工事減額　4300万円 
 
○南小学校建設工事関連（3ページ参照） 

おおぐち議会だより　No.189
平成  24年2月1日発行  2



議
長
あ
い
さ
つ 

議
長
あ
い
さ
つ 

●校舎等解体工事費（監理料含む） 8742万円 

　校舎等建設工事費減額（入札残額） 3億6000万円 

●備品購入の契約議決【全員賛成】 

　新校舎で必要な備品の契約として、3727万円を議決しました。 

　皆様には、平成２４年の初春を健やかにお迎えの

ことと心からお喜び申し上げます。 

　昨年は、東日本大震災、福島原子力発電所の問

題、各地での地震の頻発、台風１２、１５号による集

中豪雨など大変な１年でありました。そんな中、

本町としては岩手県遠野市の災害支援拠点施設へ

の職員及びボランティアの派遣を通じて、一人ひ

とりが明日のために今何ができるのかを考えさせ

られた年でもありました。 

　さて、今年は、本町の町制施行５０周年を迎える

年であり、また改築による南小学校が開校する年

でもあります。このような大きな節目を迎えると

きに、私ども議会といたしましても、町民の皆さ

んへの責務と役割を十分認識し、決意も新たに汗

をかく所存でございます。 

　一日も早い被災地の復興、そして今年もまた皆

様がご健勝でありますように心からご祈念申し上

げ、ごあいさつとさせていただきます。 

議長  倉 知 敏 美  

政
府
及
び
県
へ
の
 

■
議
員
提
出
議
案
と
し
て
出

さ
れ
た
意
見
書
と
結
果
 

 ・
老
朽
化
し
た
原
発
の
延
命

中
止
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
の
促
進
を

求
め
る
意
見
書
 

【
可
決
】
 

 ・
自
動
車
関
係
諸
税
の
抜
本

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
 

【
可
決
】
 

 ・
愛
知
県
の
福
祉
医
療
制
度

の
見
直
し
に
反
対
し
、
充

実
を
求
め
る
意
見
書
 

【
可
決
】
 

 ・
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連

携
協
定
（
T
P
P
）
へ
の

不
参
加
を
求
め
る
意
見
書
 

【
否
決
】
 

意

見

書

 

4
月
開
校
に
向
け
、
い
よ

い
よ
工
事
も
躯
体
工
事
か
ら

内
装
工
事
へ
移
り
、
1
月
末

現
在
で
約
９０
％
の
完
成
を
め

ざ
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

な
お
、
前
回
の
9
月
定
例

会
に
お
け
る
工
事
費
の
増
額

補
正
予
算
に
続
き
、
今
回
の

定
例
会
で
も
4
月
以
降
に
実

施
さ
れ
る
既
設
校
舎
等
の
解

体
工
事
費
の
補
正
予
算
並
び

に
備
品
の
請
負
契
約
を
議
決

し
ま
し
た
。
 

南小工事現場を全議員が視察=11月17日撮影 

あと1ヶ月余で完成 
旧校舎は4月より解体へ 

く
 
た
い
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問 □ 

答 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 
答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

質疑あれこれ
議案質疑、総務建設及び文教福祉の

各常任委員会で質疑があったものを掲

載しました。 

質疑あれこれ
本
町
の
給
与
改
定
は
従

来
か
ら
人
事
院
の
勧
告
に
基

づ
き
実
施
さ
れ
て
き
た
。
 

し
か
し
、
愛
知
県
人
事
委

員
会
の
給
与
改
定
は
、
県
内

の
民
間
企
業
を
ベ
ー
ス
と
し

て
い
る
の
で
、
県
に
準
じ
た

方
が
よ
り
県
内
民
間
企
業
の

給
与
水
準
に
適
合
す
る
と
思

う
の
で
、
愛
知
県
人
事
委
員

会
の
給
与
改
定
を
適
用
し
て

は
ど
う
か
。
 

１０
月
３１
日
の
県
の
人
事

委
員
会
の
勧
告
は
、
平
均
で

＋
０.１９
％
と
な
っ
た
。
人
事
院

勧
告
で
は
近
年
、
地
域
ご
と

の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
県

で
は
、
給
与
表
を
独
自
に
作

成
し
進
め
て
い
る
。
提
案
も

ふ
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

な
ど
を
調
査
し
た
う
え
で
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き

引
き
下
げ
し
た
場
合
、
引
き

下
げ
の
人
数
と
金
額
は
ど
れ

く
ら
い
に
な
る
の
か
。
 

育
児
休
業
等
を
除
く
職

員
数
１６５
人
の
う
ち
８０
人
が
減

額
対
象
と
な
り
、
総
額
は
約

１２４
万
円
と
な
る
。
 

 
 

近
隣
市
町
の
地
域
手
当

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

人
事
院
規
則
の
中
で
示

さ
れ
た
と
お
り
江
南
市
、
小

牧
市
、
犬
山
市
、
豊
山
町
が

3
％
、
大
口
町
、
扶
桑
町
は

0
％
と
な
っ
て
い
る
。
 

今
回
の
改
正
案
で
は
、

町
職
員
が
名
古
屋
市
の
広
域

連
合
や
、
犬
山
市
、
岩
倉
市

の
一
部
事
務
組
合
で
勤
務
す

る
場
合
、
地
域
手
当
の
対
象

に
な
る
と
い
う
こ
と
か
。
ま

た
対
象
者
は
何
人
か
。
 

対
象
人
数
は
3
名
。
 

  
管
理
職
級
で
管
理
職
で

な
い
「
専
門
員
」
の
処
遇
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
 

一
定
の
勤
務
年
数
の
中

で
、
給
与
面
で
は
な
く
仕
事

面
で
長
年
の
経
験
を
い
か
し

な
が
ら
権
限
を
も
っ
て
仕
事

に
取
り
組
む
職
の
位
置
づ
け

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
管
理
職

手
当
は
支
給
し
な
い
。
 

県
人
事
委
員
会
の
給
与
改
定
を
 

適
用
し
て
は
 

採
決
採
決
の
結
果
結
果
、可
決
可
決
 

採
決
の
結
果
、可
決
 

（
賛
成
賛
成
12
、反
対
反
対
2
） 

（
賛
成
12
、反
対
2
） 

職
員
給
与
の
改
正
 

職
員
給
与
の
改
正
 

民
間
の
給
与
実
態
を

考
え
れ
ば
妥
当
 

 賛
成
 

酒
井
闊
治
 

大
口
町
は
従
来
か
ら
国

の
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て

お
り
、
職
員
の
皆
さ
ん
に

は
度
重
な
る
減
額
で
大
変

か
も
し
れ
な
い
が
、
民
間

の
給
与
実
態
を
考
慮
す
れ

ば
、
今
回
も
国
の
人
事
院

勧
告
に
準
じ
て
改
定
す
る

の
が
妥
当
と
考
え
る
。
 

ま
た
、
国
の
人
事
院
勧

告
に
準
じ
な
が
ら
も
、
派

遣
な
ど
で
他
地
域
に
勤
務

す
る
職
員
に
は
地
域
手
当

を
支
給
す
る
改
正
も
今
回

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
賛

成
す
る
。
 

遡
っ
て
減
額
す
る
の

は
容
認
で
き
な
い
 

 反
対
 

吉
田
　
正
 

何
か
ら
何
ま
で
、
人
事

院
勧
告
に
数
字
だ
け
合
わ

せ
よ
う
と
す
る
こ
と
自
体

が
無
理
で
あ
る
。
 

平
成
２３
年
4
月
に
遡
っ

て
減
額
す
る
と
い
う
の
は
、

6
月
に
支
給
さ
れ
た
期
末

勤
勉
手
当
も
遡
っ
て
減
額

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

姑
息
な
手
段
だ
。
不
利
益

に
つ
い
て
は
、
不
遡
及
の

原
則
と
い
う
も
の
が
当
然

あ
る
と
思
う
の
で
反
対
す

る
。
 

討論 

さ
か
の
ぼ
 

こ
 
そ
く
 

ふ
 
そ
 き
ゅ
う
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一
部
事
務
組
合
な
ど
へ
の
勤
務

に
は
地
域
手
当
を
支
給
へ
 

新
た
に
「
専
門
員
」
創
設
 



問 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

　
　
５０
周
年
記
念
事
業
で
協

働
委
託
料
が
2
事
業
あ
が
っ

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
 

①
「
H
A
P
P
Y
バ
ー

ス
デ
ィ
！
お
お
ぐ
ち
事
業
」
 

町
民
活
動
「
ま
か
せ
て
ネ

ッ
ト
」
が
中
心
と
な
り
役
場

駐
車
場
周
辺
で
ま
ち
づ
く
り

活
動
団
体
や
企
業
の
協
力
を

得
て
５０
年
を
祝
え
る
場
を
企

画
す
る
も
の
。
 

②
「
記
念
式
典
合
唱
事
業
」
 

N
P
O
登
録
団
体
の
「
櫻

組
」
が
中
心
と
な
り
、
式
典

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
合
唱
を
と
り
入
れ

た
企
画
を
す
る
も
の
。
 

補
助
金
の
９１
万
円
は
何

に
充
て
ら
れ
る
の
か
。
 

愛
知
県
が
平
成
２３
年
度

か
ら
新
設
し
た
も
の
で
、
住

民
組
織
が
地
域
づ
く
り
に
か

か
る
経
費
を
助
成
す
る
も
の

で
あ
る
。
本
町
で
は
、
「
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
」
の

委
員
や
講
師
の
報
酬
、
消
耗

品
な
ど
に
充
て
た
。
 

下
水
道
の
接
続
率
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。
 

処
理
区
域
内
人
口
で
７４

％
。
（
集
落
排
水
は
含
ま
れ

て
い
な
い
）
 

地
区
に
よ
っ
て
は
供
用

開
始
後
、
１０
年
が
経
過
し
て

い
る
が
、
い
ま
だ
に
接
続
さ

れ
て
い
な
い
世
帯
が
あ
る
。

接
続
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
へ

ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
る

の
か
。
 

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
訪
問
、

そ
の
他
広
報
等
で
案
内
し
て

い
る
。
 

南
小
学
校
の
解
体
工
事

に
つ
い
て
、
今
年
度
中
に
契

約
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
こ
と
だ
か
、
い
つ
か
ら

取
り
壊
す
の
か
。
 

解
体
工
事
は
、
で
き
る

だ
け
授
業
に
支
障
が
出
な
い

よ
う
に
、
4
月
以
降
速
や
か

に
解
体
を
予
定
し
て
い
る
。
 

１５６
万
9
千
円
減
額
し
た

理
由
は
。
 

町
か
ら
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
へ
派
遣
し
て
い
る
職
員
給

与
の
一
部
で
あ
る
１５６
万
9
千

円
が
、
国
庫
補
助
の
増
額
対

象
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の
増

額
分
を
町
の
補
助
金
か
ら
減

額
す
る
も
の
。
 

最
近
の
事
業
展
開
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。
 

現
在
の
会
員
数
は
、
正

会
員
１９８
名
、
準
会
員
が
8
名

計
２０６
名
登
録
さ
れ
て
い
る
。

ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
も
始

め
る
一
方
、
事
務
所
で
喫
茶

や
弁
当
も
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
剪
定
の
依
頼
が
多
い

た
め
、
毎
年
2
月
に
講
習
会

を
開
催
し
、
就
業
者
の
拡
大

に
努
め
て
い
る
。
 

町
制
５０
周
年
記
念
事
業
の
中
身
は
 

質疑あれこれ

4月1日に満50歳を迎える大口町。記念式典での企画
に期待がふくらむ 

安全に配慮しながら剪定作業する会員 
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身
近
で
や
さ
し
い
民
主
主
義

推
進
事
業
モ
デ
ル
事
業
 

下
水
道
未
接
続
世
帯

へ
の
指
導
強
化
を
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

へ
の
町
補
助
金
減
額
 

南
小
学
校
の
解
体
は

い
つ
か
ら
 



12月定例会では 
10人が質問 町政を問う 町政を問う 

一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

 

可
燃
ご
み
減
量
の

た
め
平
成
２０
年
度

よ
り
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
制
度

が
導
入
さ
れ
、
７２
ポ
イ
ン
ト

で
三
千
円
の
報
奨
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
導
入

当
時
の
町
の
財
政
力
は
、
１.７４

も
あ
り
豊
か
で
あ
っ
た
が
、

今
で
は
大
き
く
落
ち
込
ん
で

い
る
。
 

　
近
年
利
用
者
が
増
え
、
報

奨
金
も
多
額
に
な
っ
て
き
た

が
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
 

左
表
の

と
お
り
。
 

複
数
回
報
奨
金
を

受
け
取
る
世
帯
の

数
字
を
見
る
と
、
減
量
意
識

は
浸
透
し
て
き
て
い
る
。
報

奨
金
を
半
額
と
か
、
予
算
を

生
活
弱
者
へ
回
し
て
は
ど
う

か
。
 

今
後
は

目
的
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
一
方
、
地

元
で
の
資
源
ご
み
回
収
量
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
も
踏
ま

え
、
地
元
と
の
結
び
つ
き
も

視
野
に
制
度
の
見
直
し
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。
 

  

地
区
の
消
防
団
の

現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
 

消
防
団

員
の
推

移
は
、
平
成
１６
年
度
ま
で
９７

名
で
あ
っ
た
が
、
実
働
可
能

な
人
数
に
見
直
し
を
か
け
た

た
め
、
平
成
２３
年
は
６９
名
と

な
っ
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
団
員
の
補
強
対
策

と
し
て
は
、
町
内
各
種
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な
ど
地

域
に
密
着
し
た
活
動
で
親
し

ま
れ
る
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、

女
性
団
員
の
確
保
も
進
め
て

い
る
。
 

団
塊
世
代
の
方
々

の
力
を
借
り
て
、

消
防
団
に
協
力
す
る
「
防
災

協
力
隊
」
の
設
立
の
考
え
は

な
い
か
。
 

町
に
は

す
で
に

消
防
団
と
自
主
防
災
会
が
組

織
さ
れ
て
い
る
た
め
、
新
た

な
組
織
の
設
立
は
考
え
て
い

な
い
。
 

　
2
団
体
の
共
助
に
よ
る
活

性
化
が
必
要
と
考
え
る
一
方
、

余
野
区
の
「
余
防
隊
」
の
よ

う
な
自
主
的
な
取
組
み
に
も

支
援
し
て
い
く
。
 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

宮田和美  

報奨金制度の見直しを 
部長 制度の見直しを検討する 

資源ごみ減量 

防
災
対
策 

防
災
協
力
隊
の
設
立
を
 

部
長 

設
立
は
考
え
て
い
な
い 

20年度 

21年度 

22年度 

23年度 

計 

394世帯 

1258世帯 

1740世帯 

1180世帯 

4572世帯 

平成20年の導入から平
成23年11月30日までに
報奨金を受け取った世帯 

1回 

2回 

3回 

4回 

5回 

1009世帯 

286世帯 

27世帯 

12世帯 

6世帯 

平成22年度の受取回数
別世帯数 

総額　1371万6000円 
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新たな仕組みでまちづくりを 
町長 必要性は共有できるが、手法の考え方が違う 

あいさつ運動 

広
報
１２
月
号
に
は

町
長
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
通
信
簿
と
し
て
４８
事
業

の
達
成
状
況
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
 

　
改
革
手
法
に
「
事
業
仕
分

け
」
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
 

全
国
的
に
導

入
事
例
が
あ

る
が
、
地
方
分
権
の
時
代
に

あ
っ
て
は
、
職
員
自
ら
自
主

自
立
の
精
神
に
立
っ
て
、
第

三
者
の
力
を
借
り
ず
に
、
住

民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の

成
果
と
今
後
の
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
、
町
独
自

の
経
営
計
画
書
や
決
算
審
査

等
で
事
業
の
見
直
し
を
図
っ

て
い
く
。
 第

6
次
総
合
計
画

で
は
基
本
政
策
と

し
て
4
つ
の
基
本
政
策
を
掲

げ
て
い
る
。
施
策
や
事
業
は

評
価
の
対
象
に
な
っ
て
い
る

の
に
、
こ
の
政
策
に
対
す
る

評
価
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

評
価
の
対
象
に
し
、
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
公
表

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

今
後
、
4
つ

の
基
本
政
策

に
つ
い
て
は
、
広
報
で
お
知

ら
せ
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。
 

　
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

公
開
に
つ
い
て
は
、
今
後
よ

り
わ
か
り
や
す
く
表
記
す
る

こ
と
で
、
住
民
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。
 

人
と
の
絆
を
深
め
、

子
ど
も
の
人
間
的

な
成
長
、
安
全
や
安
心
及
び

温
か
い
人
間
関
係
の
醸
成
に

役
立
つ
、
礼
儀
の
基
本
で
あ

る
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
町
は

ど
う
思
う
の
か
。
 

人
間
関

係
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
世
の
中
で
、

地
域
や
学
校
も
家
庭
に
お
け

る
「
あ
い
さ
つ
」
を
積
極
的

に
行
っ
て
行
く
こ
と
は
、
顔

の
見
え
る
関
係
を
築
く
き
っ

か
け
や
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
こ
と
に
な
り
、

町
が
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
に
有
効
な
取
り

組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
 

人
と
人
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
に
は

あ
い
さ
つ
が
大
切
で
あ
る
。
 

　
学
校
や
各
種
団
体
等
が
個

別
に
あ
い
さ
つ
運
動
を
展
開

す
る
の
で
は
な
く
、
行
政
で

音
頭
を
取
っ
て
も
ら
え
る
と

あ
り
が
た
い
が
ど
う
か
。
　

「
行
政

が
き
め

ま
し
た
、
さ
あ
や
り
ま
し
ょ

う
。
」
で
は
ど
こ
か
強
制
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
、
効

果
を
期
待
す
る
こ
と
が
難
し

い
と
考
え
る
。
 

　
よ
っ
て
い
ま
実
施
し
て
い

る
自
発
的
な
あ
い
さ
つ
運
動

を
奨
励
し
て
い
く
。
 

あ
い
さ
つ
の
必
要

性
は
共
有
で
き
る

と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

あ
い
さ
つ
の
徹
底
に
つ
い
て

は
、
手
法
を
間
違
え
る
と
強

制
、
強
要
に
な
る
と
い
う
危

惧
が
あ
る
の
で
、
若
干
考
え

方
を
異
に
し
て
い
る
。
 

事
業
仕
分
け
の
導
入
を
 

部
長 

経
営
計
画
書
や
決
算
審
査
等
で
事
業
を
見
直
す 

行
財
政
改
革 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

町
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

伊藤　浩  

一
　
般 

質
　
問 

伊

藤

　

浩

 

監査委員による決算審査 
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問 □ 

一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

長
引
く
不
況
の
中
、

早
急
に
景
気
対
策

を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
地
域
経
済
の
活
性
化
、

町
内
事
業
者
へ
の
仕
事
お
こ

し
、
雇
用
創
出
等
の
た
め
に

本
助
成
制
度
の
創
設
を
考
え

て
は
ど
う
か
。
 

町
内
に

は
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
携
わ
る
業

者
や
小
規
模
事
業
者
が
少
な

い
こ
と
や
そ
の
内
容
を
町
や

商
工
会
で
も
把
握
し
て
い
な

い
こ
と
、
ま
た
、
税
の
公
益

性
の
観
点
か
ら
慎
重
に
議
論

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

　
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る

た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
に
よ
る
業
種
や
事
業
主
の

組
織
化
等
工
夫
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
 

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺

炎
球
菌
・
子
宮
頸

が
ん
の
3
種
に
つ
い
て
県
下

で
は
３３
自
治
体
が
全
額
助
成

し
て
い
る
。
 

　
そ
れ
ぞ
れ
年
齢
に
よ
り
接

種
回
数
も
異
な
り
負
担
も
高

額
で
あ
る
。
予
防
面
か
ら
全

額
助
成
す
れ
ば
、
長
期
で
の

医
療
費
抑
制
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
 

引
き
続

き
3
種

と
も
接
種
費
用
の
3
分
の
2

を
助
成
し
て
い
く
。
 

　
ま
た
、
生
活
保
護
世
帯
と

非
課
税
世
帯
の
方
に
つ
い
て

も
全
額
助
成
し
て
い
く
。
 

　
な
お
平
成
２３
年
度
１０
月
末

の
接
種
状
況
は
次
の
と
お
り
。
 

　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
３５４
回
、
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
４３７

回
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
４２４
回
。
 

江
幡 

江
幡 

地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

江幡満世志  

助成制度を早く創設せよ 
部長 ビジネスマッチングなど業者間で工夫が必要 

接
種
費
用
の
全
額
助
成
を
せ
よ
 

部
長 

現
行
の
3
分
の
2
の
助
成
を
維
持
す
る
 

住宅リフォーム制度 

任
意
予
防
接
種 

ヒブワクチン 
小児用肺炎球菌ワクチン 
・対象　生後2か月から5歳未満 
・内容　髄膜炎や肺炎などの重

篤な疾患予防が目的 
 
子宮頸がん予防ワクチン 
・対象　中学1年から高校1年相

当の年齢 
・内容　発がん性のあるウィル

スの感染予防が目的 

【その他の質問】 
　国民健康保険税を値下げせよ 

予防面で接種の意味は大きいのでは 

「住宅リフォーム助成制度」実施自治体数 
（県下で10自治体数以上を抜粋） 

※全国では、400の自治体が制度を創設 
　愛知県では、2市、1町が実施 
（全国建設労働組合総連合 8月31日現在資料より） 

県名 

北 海 道  

岩 手  

秋 田  

山 形  

新 潟  

長 野  

埼 玉  

茨 城  

宮 崎  

県 

 

 

1 

1

市区 

14 

9 

13 

13 

14 

19 

19 

10 

8

町村 

32 

12 

9 

17 

2 

30 

12 

4 

6

計 

46 

21 

23 

31 

16 

49 

31 

14 

14
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問 □ 

自
転
車
関
連
事
故

は
全
国
で
１５
万
件

を
超
え
、
悪
質
な
違
反
は
5

年
前
に
比
べ
て
9
倍
に
な
っ

て
い
る
。
 

　
子
ど
も
た
ち
の
自
転
車
の

マ
ナ
ー
が
悪
く
ヒ
ヤ
ッ
と
す

る
こ
と
も
多
い
。
中
学
生
の

自
転
車
通
学
に
は
免
許
証
を

発
行
し
、
交
通
安
全
対
策
の

意
識
啓
発
を
し
て
は
ど
う
か
。
 

マ
ナ
ー

が
悪
い

生
徒
に
つ
い
て
は
、
自
転
車

通
学
を
禁
止
す
る
な
ど
厳
正

に
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
教

師
も
時
間
の
許
す
限
り
通
学

路
の
交
差
点
に
立
ち
、
生
徒

に
言
葉
を
か
け
て
交
通
安
全

を
促
し
て
い
る
。
自
転
車
免

許
証
を
発
行
す
る
の
で
は
な

く
、
地
域
の
中
で
も
見
守
っ

て
い
た
だ
き
社
会
全
体
で
交

通
安
全
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
 

自
転
車
専
用
道
路

の
整
備
は
時
間
と

予
算
が
か
か
り
進
ま
な
い
。

自
転
車
専
用
ゾ
ー
ン
を
ラ
イ

ン
で
整
備
で
き
な
い
か
。
 

現
在
モ
デ
ル

路
線
と
し
て

は
、
カ
ネ
ス
エ
か
ら
大
口
中

学
校
間
の
歩
道
の
中
で
、
ラ

イ
ン
で
分
離
す
る
方
法
を
江

南
警
察
署
と
協
議
し
て
い
る
。
 

国
の
防
災
基
本
計

画
で
は
、
2
0
0
 

5
年
に
女
性
の
参
画
と
男
女

双
方
の
視
点
が
初
め
て
盛
り

込
ま
れ
、
2
0
0
8
年
に
は

政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
女

性
の
参
加
が
明
記
さ
れ
た
。
 

　
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災

で
は
、
着
替
え
る
場
所
や
授

乳
ス
ペ
ー
ス
が
な
か
っ
た
り
、

女
性
用
衛
生
品
、
化
粧
品
、

乳
児
の
お
む
つ
な
ど
支
援
物

資
の
不
足
も
目
立
っ
た
り
と
、

女
性
の
視
点
か
ら
の
見
直
し

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
 

　
女
性
が
、
災
害
時
の
担
い

手
と
し
て
、
そ
の
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必

要
で
あ
る
。
 

　
防
災
部
局
と
男
女
共
同
参

画
局
と
の
連
携
強
化
及
び
女

性
の
意
見
を
地
域
防
災
計
画

に
反
映
さ
せ
る
今
後
の
取
り

組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

避
難
所

の
運
営

に
お
い
て
女
性
の
視
点
が
必

要
な
も
の
は
、
運
用
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
中
で
協
議
し
、
意
見

を
反
映
し
て
い
く
。
 

災
害
に
対
す
る
応

用
力
を
鍛
え
る
効

果
の
あ
る
「
H
U
G（
ハ
グ
）」

の
訓
練
実
施
と
普
及
拡
大
を

し
て
は
ど
う
か
。
 

町
で
は

今
年
か

ら
区
長
防
災
研
修
会
で
図
上

訓
練
の
紹
介
を
採
り
入
れ
て

い
る
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
訓
練
体
験
で

は
、
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
町
外
で
企
画
さ
れ
た
H
 

U
G
に
2
回
参
加
し
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
防
災
担
当
職
員

が
体
験
し
、
訓
練
の
普
及
促

進
に
努
め
て
い
く
。
 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

生
涯
教
育
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

建
設
部
長 

柘植　満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

自
転
車
の
交
通
安
全
対
策 

専
用
ゾ
ー
ン
を
整
備
し
て
は
 

部
長 

モ
デ
ル
路
線
を
検
討
す
る 

通学する大口中学校の生徒 

※「HUG」とは 
HUGは、H（hinanzyo避難所）、
U（unei運営）、G（gameゲーム）
の略称。避難所運営の図上訓練
のこと。 

【その他の質問】 
　あいち医療通訳システムの取り組みは 

災害対策に女性の視点を生かせ 
部長 必要に応じて意見を反映していく 

防災対策 
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一
　
般 

質
　
問 

土

田

　

進

 

土田　進  

なぜ年度途中で廃止するのか 
部長 個別相談や健診指導の充実が急務と判断 

地
元
に
早
く
説
明
を
 

部
長 

今
年
度
中
に
開
催
す
る
 

町
道
布
袋
小
牧
線
の
拡
幅
計
画 

朝夕の交通量が多く小学生の登下校
の安全に心配の声も 

予約なしでも行ける日をなくさないで 

こ
れ
ま
で
、
第
1

と
第
3
の
月
曜
日

に
開
催
さ
れ
て
い
た
子
育
て

相
談
室
。
平
成
２３
年
度
開
催

予
定
で
は
平
成
２４
年
1
月
か

ら
3
月
ま
で
開
催
日
が
公
表

さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
急
遽

１２
月
広
報
で
第
1
月
曜
日
の

開
催
を
終
了
す
る
と
掲
載
さ

れ
た
。
こ
の
変
更
で
子
育
て

相
談
が
予
約
制
の
第
3
月
曜

日
し
か
な
く
な
り
、
相
談
室

の
目
的
が
果
た
せ
な
い
状
況

が
出
て
き
た
。
予
約
な
し
で

計
測
の
み
で
も
利
用
で
き
た

第
1
月
曜
日
開
催
が
、
乳
児

の
親
の
交
流
の
場
と
し
て
、

多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
た

の
に
打
ち
切
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。
 

 

こ
れ
ま

で
7
割

近
く
が
身
体
計
測
の
み
の
利

用
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
個

別
の
相
談
や
健
診
で
の
指
導

が
今
後
必
要
と
判
断
し
変
更

し
た
。
 

　
今
後
は
、
児
童
セ
ン
タ
ー

で
も
身
体
計
測
が
で
き
る
よ

う
整
備
し
、
保
健
師
も
出
向

き
相
談
に
対
応
し
て
い
く
。
 

貴
重
な
交
流
の
場

の
再
開
を
強
く
要

望
す
る
。
少
な
く
と
も
第
3

月
曜
日
を
予
約
な
し
で
、
計

測
の
み
で
も
利
用
可
に
で
き

な
い
の
か
。
 

児
童
セ

ン
タ
ー

で
も
0
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の

親
子
を
対
象
と
し
た
「
ひ
ろ

ば
」
を
毎
週
月
曜
日
と
金
曜

日
の
午
前
中
に
開
催
し
て
い

る
の
で
、
子
育
て
相
談
や
交

流
の
場
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。
 

 大
之
瀬
橋
か
ら
東
へ
 

2
3
0
m
の
拡
幅
計
画
 

 

計
画
図
面
は
で
き

て
い
る
の
か
。
地

元
説
明
会
は
い
つ
開
く
の
か
。
 

道
路
改
良
に

向
け
た
道
路

の
幅
員
、
線
形
な
ど
詳
細
な

計
画
図
面
は
ま
だ
で
き
て
い

な
い
。
 

　
今
年
度
中
に
成
果
の
図
面

を
も
と
に
開
催
す
る
。
 

関
係
者
全
員
の
同

意
が
な
け
れ
ば
工

事
し
な
い
の
か
。
今
後
の
見

通
し
は
。
 

ま
だ
、
道
路

の
幅
員
・
線

形
等
が
決
ま
っ
て
い
な
い
現

時
点
に
お
い
て
は
、
「
す
る
」

「
し
な
い
」
の
回
答
は
で
き

な
い
。
道
路
の
幅
員
・
線
形

及
び
同
意
が
得
ら
れ
る
土
地

の
位
置
な
ど
を
考
慮
の
う
え

判
断
す
る
。
 

土
田 

健
康
福
祉
部
長 

土
田 

健
康
福
祉
部
長 

土
田 

土
田 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

き
ゅ
う
 き
ょ
 

第1月曜日の子育て相談室 
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問 □ 

今
後
の
税
収
減
へ
の
対
応
は
 

 

今
後
も
世
界
経
済

の
混
乱
、
円
高
な

ど
か
ら
、
町
内
企
業
の
生
産

活
動
も
厳
し
さ
を
増
し
、
税

収
の
減
少
も
心
配
さ
れ
る
が
、

町
の
財
政
運
営
の
今
後
の
見

通
し
は
ど
う
か
。
 

本
町
は
、

１０
年
以

上
前
か
ら
こ
の
大
き
な
時
代

の
流
れ
を
見
据
え
、
他
団
体

に
先
ん
じ
て
住
民
の
参
加
と

参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
し

進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
制

定
し
、
地
域
主
体
の
新
し
い

公
共
の
仕
組
み
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
で
厳
し
い
財
政

運
営
に
対
応
し
て
い
く
。
 

安
定
的
な
財
政
運

営
を
進
め
る
た
め
、

企
業
と
の
情
報
交
換
の
強
化
、

成
長
が
見
込
ま
れ
る
産
業
の

誘
致
、
将
来
に
向
け
た
も
の

づ
く
り
教
育
の
強
化
な
ど
、

産
業
振
興
策
を
も
っ
と
推
進

し
な
い
の
か
。
 

過
去
の
工
場
誘
致

が
今
日
の
大
口
町

の
豊
か
さ
を
担
保
し
て
く
れ

た
。
繊
維
か
ら
重
工
業
と
い

う
産
業
の
変
化
の
中
で
、
自

動
車
関
連
産
業
が
中
心
に
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
い

け
る
の
か
、
非
常
に
判
断
が

難
し
い
状
況
に
あ
る
。
も
う

少
し
町
の
現
状
を
見
極
め
つ

つ
、
こ
れ
か
ら
の
産
業
振
興

策
に
つ
い
て
、
じ
っ
く
り
考

え
て
い
き
た
い
。
 

国
保
の
一
人
当
た

り
の
医
療
費
が
、

県
内
市
町
村
の
中
で
は
高
い

水
準
に
あ
る
が
、
今
後
、
高

齢
化
が
進
む
中
で
、
一
層
の

医
療
費
の
増
加
と
と
も
に
、

町
民
の
負
担
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
 

　
現
行
の
健
康
増
進
事
業
を

見
直
す
と
と
も
に
、
医
療
費

抑
制
を
め
ざ
し
た
新
し
い
対

策
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。
 

医
療
費

が
高
い

背
景
は
、
医
療
機
関
が
充
実

し
て
い
る
こ
と
受
診
率
が
高

い
こ
と
な
ど
が
あ
る
が
、
抑

制
す
る
た
め
の
特
効
薬
が
な

い
の
が
現
実
で
あ
る
。
 

　
今
後
は
、
予
防
対
策
や
適

性
受
診
の
啓
発
、
健
康
意
識

の
高
揚
な
ど
が
必
要
と
考
え

て
お
り
、
予
防
施
策
や
啓
発

事
業
を
継
続
す
る
こ
と
で
医

療
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。
 

前
田 

前
田 

前
田 

地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

町
長 

前田新生  

一
　
般 

質
　
問 

前

田

新

生

 

【その他の質問】 
　単身・高齢者対策事業について 

医療費抑制に見直しや対策が必要では 
部長 予防や啓発の継続で抑制に努める 

健康増進事業 

生活習慣を見直す取り組みが始まって
いる=PPKプロジェクト地区説明会で 

町
の
発
展
と
財
政
安
定
に
向
け
推
進
せ
よ
 

町
長 
町
の
現
状
を
見
極
め
考
え
て
い
く 

産
業
振
興
策 

おおぐち議会だより　No.189
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問 □ 

齊木一三  

一
　
般 

質
　
問 

齊

木

一

三

 

災
害
が
予
想
さ
れ

る
場
合
、
ま
た
災

害
時
に
開
放
さ
れ
た
避
難
所

へ
の
交
通
手
段
と
し
て
災
害

弱
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
、

ま
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
臨
時
便
を
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
か
。
 

　
ま
た
、
避
難
誘
導
は
現
在
、

自
主
防
災
、
福
祉
関
係
者
と

の
連
携
が
と
れ
、
組
織
と
し

て
機
能
し
て
い
る
の
か
。
 

災
害
発

生
時
の

行
動
で
は
、
災
害
の
大
小
に

関
係
な
く
交
通
混
乱
防
止
の

た
め
、
①
近
所
で
の
協
力
、

②
2
人
以
上
で
の
避
難
、
③

車
を
利
用
し
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
啓
発
し
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者

に
つ
い
て
は
、
支
援
者
と
と

も
に
事
前
登
録
す
る
こ
と
で
、

支
援
の
仕
組
み
を
進
め
て
い

る
。
 

　
こ
う
し
た
身
近
な
地
域
で

互
助
、
共
助
の
体
制
で
進
め

て
い
る
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
臨
時
運
行
は
考
え
て

い
な
い
。
 

町
の
防
災
計
画
で

は
、
災
害
時
の
協

力
体
制
に
つ
い
て
、
業
種
ご

と
に
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
 

　
町
内
に
は
個
人
的
に
個
々

の
職
業
を
生
か
し
、
協
力
を

し
て
い
た
だ
け
る
会
社
も
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
 

　
そ
こ
で
、
商
工
会
等
を
通

じ
て
、
協
力
の
お
願
い
を
問

い
か
け
て
は
ど
う
か
。
 

商
工
会

を
通
じ

た
問
い
か
け
に
つ
い
て
は
、

会
員
の
方
々
に
支
援
で
き
る

業
務
や
物
品
の
協
力
依
頼
を

し
て
い
く
。
 

　
今
後
、
多
く
の
方
々
へ
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
協
力
を

お
願
い
で
き
る
か
、
早
急
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

齊
木 

齊
木 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

避難所への誘導対策 

コミュニティバスの臨時運行をしては 
部長 臨時運行は考えていない 

【その他の質問】 
　県道斎藤羽黒線の歩道整備をせよ 

通勤や通学にも利用=柏森駅で 

平成22年度の防災訓練 

「災害時要援護者」とは 
災害時に支援が必要な高齢者、
障がい者、乳幼児親子・妊婦、日
本語が十分理解できない外国人の
こと。 

商
工
会
等
を
通
し
て
問
い
か
け
て
は
 

部
長 

協
力
依
頼
の
内
容
を
検
討
し
て
い
く
 

災
害
時
の
民
間
協
力
体
制 

おおぐち議会だより　No.189
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問 □ 

問 □ 

問 □ 

住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
に
対

し
て
、
町
は
4
kW
最
大
8
万

円
ま
で
補
助
し
て
い
る
。
 

　
国
同
様
、
１０ 
kW
ま
で
の
補

助
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

１０ 
kW
の

根
拠
は
、

補
助
対
象
者
を
法
人
ま
で
含

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、

売
電
を
優
先
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
原
子
力
発
電
か

ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
に
つ
い
て
は
、
国
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
見
直
し
の
中
で

支
援
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
 　

今
後
と
も
引
き
続
き
補
助

金
制
度
の
目
的
ど
お
り
進
め

て
い
く
の
で
変
更
は
考
え
て

い
な
い
。
 

新
聞
報
道
で
、
以

前
に
放
射
能
に
被

爆
し
た
可
能
性
の
あ
る
食
肉

が
町
内
店
舗
で
販
売
さ
れ
た

と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
 

　
県
下
で
も
ま
だ
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ポ
ス
ト
は
少
な
い
状
況

に
あ
る
が
、
町
に
も
9
月
末

に
1
台
配
備
さ
れ
た
と
聞
く
。

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る

の
か
。
 

簡
易
測

定
器
と

し
て
活
用
し
て
い
る
が
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
は
、
簡
易

測
定
で
あ
る
た
め
公
表
を
考

え
て
い
な
い
。
個
人
の
デ
ー

タ
ぐ
ら
い
の
認
識
で
あ
る
。
 

デ
ー
タ
と
い
う
の

は
、
隠
せ
ば
隠
す

ほ
ど
疑
わ
れ
る
も
の
。
公
表

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。
 

県
が
今

年
増
設

し
た
5
か
所
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
ポ
ス
ト
の
数
値
を
参
考
に

し
て
い
き
た
い
。
 

　
な
お
、
機
器
の
貸
出
も
視

野
に
検
討
し
て
い
く
。
 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

吉田　正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

放射能測定 

測定を常時行い公表しては 
部長 測定器の貸出を検討する 

太
陽
光
発
電 

補
助
金
額
と
回
数
を
増
や
し
て
 

部
長 

制
度
の
変
更
は
考
え
て
い
な
い 

【その他の質問】 
　これは問題だ「子ども・子育て新システム」 

　来年度の介護保険料は段階をさらに増やし

て値上げするな 

　2市2町のごみ処理問題はどうするのか 

これからはエネルギーも地産地消の発想が必要 

町に配備されている放射能測定器 

おおぐち議会だより　No.189
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岡　孝夫  

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

町
の
防
災
計
画
は
住

民
等
に
ほ
と
ん
ど
知

ら
さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
の

質
問
で
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝

す
る
。
 岡

　
現
時
点
で
の
食
糧
、

毛
布
の
備
蓄
量
は
。
 

左
表
の

と
お
り
。
 

新
た
に
出
店
し
た
ス

ー
パ
ー
と
の
協
定
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

平
成
１９

年
に
締

結
し
て
い
る
他
の
ス
ー
パ
ー

同
様
協
定
を
依
頼
し
て
い
る

が
、
協
議
中
と
の
こ
と
。
 

地
震
で
は
、
広
範
囲

で
の
被
害
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
近
隣
市
町
と
の

災
害
協
定
は
事
実
上
、
機
能

し
な
い
の
で
は
。
今
後
、
予

想
さ
れ
る
地
震
の
影
響
が
重

な
ら
ず
、
か
つ
距
離
も
有
利

な
地
域
の
市
町
と
の
協
定
も

結
べ
な
い
か
。
 

視
野
に

入
れ
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。
 

も
っ
と
危
機
感
を
持
っ
て

対
処
を
 

 

町
内
の
犯
罪
率
は
、

決
し
て
良
く
な
い
結

果
と
な
っ
て
い
る
。
自
家
用

車
両
も
防
犯
対
策
補
助
金
の

対
象
に
で
き
な
い
か
。
 

補
助
金

は
自
主

防
犯
の
啓
発
を
目
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

自
家
用
車
両
な
ど
補
助
対
象

を
広
げ
る
と
い
う
考
え
方
も

あ
る
が
、
利
用
実
績
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
犯

罪
内
容
に
合
わ
せ
た
方
法
も

含
め
制
度
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
。
 

今
一
度
防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー

で
P
R
を
 

 

数
年
前
に
、
防
犯
ス

テ
ッ
カ
ー
を
全
戸
配

布
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
公

共
の
場
所
等
も
含
め
、
ス
テ

ッ
カ
ー
を
貼
り
、
ま
ち
を
上

げ
て
防
犯
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
も
防
犯
に
つ
な
が
ら
な
い

か
。
 

今
年
度

も
、
軟

質
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
を
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
て

お
り
、
侵
入
盗
の
減
少
に
効

果
が
あ
っ
た
と
警
察
署
か
ら

聞
い
て
い
る
。
 

　
今
後
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
、

犯
罪
情
報
の
提
供
に
努
め
て

い
く
。
 

岡 

岡 

岡 
岡 

岡 

岡 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

大口町地域防災計画 

近隣市町以外とも協定を 
部長 視野に入れながら検討する 

防
犯
対
策
補
助
金 

防犯に効果が上がっているステッカー 

自
家
用
車
も
補
助
金
の
対
象
に
し
て
 

部
長 

制
度
全
般
を
検
討
す
る
 

備　蓄　量 

 

アルファ米 

缶詰パン 

粉ミルク 

クラッカー 

被服 

救急箱 

給水タンク 

水袋 

毛布 

平成23年6月現在 

2500食 

2016食 

6884g 

8750食 

7536枚 

16セット 

33個 

5700袋 

750枚 
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問 □ 

問 □ 

問 □ 

問 □ 

北
保
育
園
で
実
施

し
て
い
る
「
就
学

前
児
童
一
時
預
か
り
事
業
」
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
経
営
計
画

書
で
は
、
平
成
２５
年
3
月
３１

日
ま
で
と
し
て
い
る
。
ニ
ー

ズ
も
高
い
の
に
2
年
間
で
打

ち
切
る
の
は
な
ぜ
か
。
平
成

２５
年
3
月
３１
日
以
後
も
続
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。
 

「
一
時
保
育
」
の

必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
。
す
べ
て
を
公
が
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

数
年
前
か
ら
検
討
し
て
い
る

が
、
現
在
ま
で
方
針
が
見
出

せ
て
い
な
い
。
今
後
は
、
い
ろ

ん
な
人
の
力
を
借
り
て
実
施
、

継
続
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
い
き
た
い
。
 

一
時
預
か
り
を
補

完
す
る
「
す
く
す

く
サ
ポ
ー
ト
」
の
利
用
が
低

調
な
の
は
な
ぜ
か
。
 

実
際
に

使
わ
れ

た
方
の
一
部
の
意
見
と
し
て
、

使
い
に
く
い
と
い
う
こ
と
が

あ
っ
た
。
援
助
会
員
の
自
宅

で
預
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因

で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い

る
。
今
後
は
、
で
き
る
だ
け

弾
力
的
な
運
用
の
中
で
こ
う

し
た
問
題
を
解
消
し
て
い
き

た
い
。
 

子
育
て
中
の
家
庭

を
訪
問
す
る
ド
ア

ノ
ッ
キ
ン
グ
事
業
。
 

　
平
成
２４
年
度
か
ら
実
施
す

る
計
画
だ
が
、
事
業
の
推
進

に
は
多
く
の
課
題
が
予
想
さ

れ
る
。
そ
の
内
容
と
進
行
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

内
容
は
、

地
域
の

児
童
委
員
、
民
生
委
員
が
身

近
な
相
談
者
と
な
り
、
課
題

を
抱
え
る
親
子
の
早
期
発
見

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、
計
画
を
前
倒
し
平
成

２４
年
1
月
か
ら
実
施
す
る
。
 

　
進
行
状
況
は
、
7
月
の
定

例
会
で
見
守
り
活
動
の
一
環

と
し
て
取
り
込
む
こ
と
を
決

定
し
、
１１
月
の
定
例
会
で
は
、

助
産
師
や
保
健
師
か
ら
赤
ち

ゃ
ん
訪
問
時
の
心
得
や
注
意

事
項
を
研
修
し
、
１２
月
に
は

技
術
研
修
も
実
施
し
た
。
 

訪
問
回
数
は
何
回

ぐ
ら
い
に
な
る
か
。
 

1
人
に

つ
き
半

年
に
1
回
の
割
合
で
、
年
2

回
を
予
定
し
て
い
る
。
 

　
延
べ
回
数
は
、
1
年
間
で

出
生
数
約
２２０
人
な
の
で
、
４４０

回
に
な
る
。
 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

町
長 

丹羽　勉  

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

勉

 

ドアノッキング事業 

保
育
園
の
一
時
保
育 

どのように推進するのか 
部長 民生・児童委員の協力のもと進める 

平
成
２５
年
3
月
で
打
ち
切
る
な
 

町
長 

い
ろ
ん
な
人
の
力
を
借
り
て
実
施
し
て
い
く
 

【その他の質問】 
　保育所の入所定員を改正する考えはないか 

　母子通園（ぱんだ教室）の現状は 

　保育園施設整備に必要な予算を 

　子育て支援センターの具体的構想は 
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11月2日 

11月9日 

〈大政クラブ〉岩手県遠野市・釜石市・大槌町 
被災地の現状と 
　今後の復興支援の課題を調査 

〈
日
本
共
産
党
　
大
口
町
議
団
〉
 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
 

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
制
度
を
調
査
 

おお つち 

会派の政務調査報告 

　
平
成
２３
年
6
月
１８
日
、
１９

日
に
正
・
副
議
長
が
、
大
口

町
災
害
派
遣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
拠
点
「
大
口
絆
つ
な
ぐ

ネ
ッ
ト
」
を
訪
問
し
て
以
来
、

は
や
5
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
被
災
地
の
状
況
な

ら
び
に
復
興
支
援
の
様
子
を

確
認
し
、
今
後
の
本
町
の
支

援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た

め
に
、
岩
手
県
遠
野
市
、
釜

石
市
、
大
槌
町
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
 

　
遠
野
市
役
所
で
は
、
沿
岸

地
域
で
の
地
震
・
津
波
災
害

に
お
け
る
後
方
支
援
拠
点
構

想
を
進
め
、
平
成
１９
年
、
２０

年
に
自
衛
隊
・
警
察
・
消
防
・

医
療
機
関
・
住
民
な
ど
と
大

規
模
な
合
同
訓
練
を
実
施
し
、

宮
城
県
沖
地
震
に
備
え
た
こ

と
が
、
今
回
の
震
災
支
援
に

活
か
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
復

興
・
復
旧
に
向
け
さ
ら
な
る

支
援
活
動
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
と
の
説
明
を
受
け
て
き

ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
津
波
に
よ
る
被
災

現
場
の
凄
ま
じ
さ
を
実
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

（
木
野
　
春
徳
）
 

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
助
成

制
度
で
雇
用
の
創
出
と
地
域

経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
鳩
山
町
を
視
察
し
て

き
ま
し
た
。
 

　
助
成
制
度
の
内
容
は
、
地

元
業
者
に
改
修
工
事
を
依
頼

し
、
工
事
費
の
5
％
以
内
の

額
と
し
、
上
限
で
１０
万
円
を

助
成
す
る
制
度
で
し
た
。
 

　
制
度
創
設
の
背
景
に
は
、

地
域
経
済
へ
の
刺
激
策
と
し

て
要
望
が
あ
り
、
近
隣
の
6

市
町
村
で
既
に
導
入
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
要
因
で
し
た
。
 

 導
入
の
効
果
 

 　
平
成
１９
年
度
か
ら
２２
年
度

ま
で
の
過
去
4
年
間
の
交
付

実
績
は
、
２４０
万
円
余
で
、
経

済
波
及
効
果
は
5
千
８００
万
円

余
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 　

ま
た
、
平
成
２３
年
度
は
、

震
災
の
影
響
も
あ
り
、
補
正

予
算
を
組
み
対
応
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
。
 

 今
後
の
課
題
 

 　
地
元
業
者
の
経
営
安
定
と

育
成
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め

に
も
、
町
の
商
工
会
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
広
く
周

知
し
て
い
く
こ
と
が
、
求
め

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
 

（
江
幡
満
世
志
）
 

津波で機能を失った大槌町役場
=11月2日撮影 

災害復興支援活動で大口町がお世話になっ
た「遠野まごころネット」訪問=11月2日遠
野市役所で 

床張替えの住宅改修 
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11月2日 
〈
誠
真
ク
ラ
ブ
・
公
明
党
・
研
政
会
〉
 

千
代
田
区
立
図
書
館
運
営
の
 

　
W
e
b
（
ウ
ェ
ブ
）
図
書
館
を
調
査
 

会派の政務調査報告 

特
徴
的
な
サ
ー
ビ
ス
 

 　
千
代
田
区
立
図
書
館
に
は
、

特
徴
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
1
つ

と
し
て
、
w
e
b
図
書
館
が

あ
り
、
電
子
化
さ
れ
た
約

5
2
0
0
タ
イ
ト
ル
の
図
書

が
２４
時
間
・
３６５
日
、
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
等
で
閲
覧
で
き
、

字
の
大
き
さ
も
変
え
ら
れ
る

等
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
な
ら

で
は
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
2
週
間
で
自
動
返

却
と
な
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
に
よ
り
、
書
棚
の
節

約
、
貸
出
・
返
却
・
督
促
に

人
手
が
不
要
、
利
用
に
よ
る

汚
損
等
や
紛
失
も
延
滞
も
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

　
全
般
と
し
て
は
、
多
角
的

な
取
り
組
み
を
す
る
中
、
数

値
目
標
に
よ
る
管
理
や
毎
年

の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
、
そ
の
評

価
体
制
も
充
実
し
て
お
り
、

次
に
繋
が
る
体
制
が
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
大
変
参
考
と

な
り
ま
し
た
。
 

 導
入
の
メ
リ
ッ
ト
 

 ①
書
棚
ス
ペ
ー
ス
の
節
約
 

②
紙
媒
体
で
は
な
い
コ
ン
テ

ン
ツ
の
導
入
 

③
資
料
の
貸
出
・
返
却
・
督

促
に
人
手
が
不
要
 

④
利
用
に
よ
る
汚
損
・
破
損

な
し
、
紛
失
・
延
滞
も
な

い
 

（
岡
　
孝
夫
）
 

　
１２
月
8
日
、
西
小
学
校
で

議
長
と
文
教
福
祉
常
任
委
員

と
町
関
係
者
が
、
地
元
で
採

れ
た
食
材
を
使
っ
た
学
校
給

食
を
児
童
と
い
っ
し
ょ
に
楽

し
く
会
食
し
ま
し
た
。
会
食

し
た
6
年
1
組
の
児
童
た
ち

は
、
無
邪
気
な
笑
顔
と
元
気

な
あ
い
さ
つ
で
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
食
育
の
一
環
と
し

て
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、

生
産
者
へ
の
思
い
と
地
産
地

消
の
取
り
組
み
を
感
じ
、
心

が
温
ま
り
ま
し
た
。
 

（
岡
　
孝
夫
）
 

児童と楽しく会食する委員長 黒米入りご飯、牛乳、
関東煮、剣えびと大豆
のごまがらめ、ブロッ
コリーとキャベツのお
かかあえ。 

風力発電の風車の下で 
=11月1日浜名湖観光開発㈱で 

【その他の視察地】 

・風力発電（浜名湖観光開発㈱） 

・太陽熱利用（OMソーラー㈱） 

＜当日メニュー＞ 

宇 野 昌 康 氏 

6期24年にわたり、町議会

議員として地方自治にご尽

力されたことが認められ、

「旭日雙光章」を受章され

ました。 

（11月4日役場公室にて） 

きょく じつ そう こう しょう 

旭日雙光章受章 

おおぐち議会だより　No.189
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10月24日 
10月25日 

〈議会広報常任委員会〉砂防会館 
町村議会広報研修会に4委員が参加 

　
平
成
２３
年
度
議
会
広
報
常

任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査

と
し
て
、
第
７５
回
町
村
議
会

広
報
研
修
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
 

 　
平
成
２３
年
１０
月
２４
日
及
び

２５
日
の
両
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
砂
防
会
館
に
お
い
て
、

全
国
か
ら
１０１
町
村
、
４００
人
を

超
え
る
議
会
広
報
の
作
成
・

編
集
等
に
携
わ
る
議
員
及
び

事
務
局
職
員
の
参
加
の
も
と
、

町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
研
修
会
は
、
第
1
日
目
が

①
文
章
を
書
く
基
本
、
②
原

稿
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
基
本
、

③
広
報
誌
の
写
真
撮
影
に
つ

い
て
の
基
本
な
ど
、
3
人
の

講
師
よ
り
わ
か
り
や
す
く
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
第
2
日
目
は
、
分
科
会
に

分
か
れ
て
、
事
前
に
添
削
指

導
を
希
望
し
た
町
村
議
会
広

報
の
事
例
研
究
と
講
評
を
聞

い
て
き
ま
し
た
。
 

　
伝
え
方
に
お
い
て
は
、
単

な
る
文
章
表
現
だ
け
で
な
く
、

「
文
字
組
み
」
や
視
覚
的
に

安
定
感
の
あ
る
レ
イ
ア
ウ
ト

の
必
要
性
、
さ
ら
に
は
、
写

真
を
使
用
す
る
場
合
の
著
作

権
や
肖
像
権
の
基
本
的
な
考

え
方
な
ど
、
多
角
的
に
伝
え

る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
事
例
研
究
な
ど
を

通
じ
て
指
導
を
受
け
た
内
容

は
、
紙
面
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

（
酒
井
闊
治
）
 

 　
平
成
１７
年
か
ら
平
成
２２
年

に
か
け
て
、
町
村
議
会
広
報

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し

た
経
緯
か
ら
、
平
成
２３
年
度

は
１０
団
体
の
視
察
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

　
い
ず
れ
の
団
体
も
、
住
民

へ
の
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ

く
り
を
め
ざ
す
た
め
、
本
町

の
取
り
組
み
状
況
を
聞
く
た

め
の
も
の
で
し
た
。
 

　
研
修
内
容
で
は
、
本
町
の

編
集
方
針
や
編
集
上
で
工
夫

し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は

発
行
経
費
な
ど
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
し
ま
し
た
。
 

　
こ
う
し
た
視
察
の
機
会
は

本
町
に
と
っ
て
も
、
絶
好
の

研
修
の
機
会
で
あ
る
と
と
ら

え
、
相
互
に
研
修
し
ま
し
た
。
 

（
酒
井
闊
治
）
 

講師の指導に真剣な表情で聞き入る各委員
=10月24日砂防会館で 

来庁者との意見交換会の様子 
=10月27日撮影 

全
国
か
ら
議
会
広
報
の
視
察
相
次
ぐ
 

来庁日 

7/22（金） 

7/27（水） 

8/ 9（火） 

8/26（金） 

10/18（火） 

10/27（木） 

1/19（木） 

2/ 2（木）予定 

2/ 3（金）予定 

2/17（金）予定 

計 

市町議会名 

岐阜県瑞浪市議会 

鹿児島県出水市議会 
徳島県吉野川市議会 

福井県大野市議会 

石川県川北町議会 

石川県かほく市議会 

千葉県富里市議会 

山梨県北杜市議会 
福岡県福津市議会 

長野県高森町議会 

10団体 

人数 

6人 

7人 

7人 

5人 

6人 

8人 

9人 

未定 

未定 

未定 

48人 

ほく と 

いず み 
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議 会 だ 

アンケート結果 アンケート結果 
よ り 

11月5日（土）のふれあいまつりで、「議
会だより」のアンケートを実施しました。 
300名の方にご協力いただき、ありが
とうございました。 
今回は、その結果を報告します。 

読んでいない 
13%

毎回必ず読む 
46%ときどき読む 

41%

0
10
20
30
40
50
60
70
（人） 

0 0
7
13
7

65

46

0 1

17 13 11

52

29

8
2 4 2 2

8
13

0 0
7
13
7

65

46

0 1

17 13 11

52

29

8
2 4 2 2

8
13

毎回必ず読む ときどき読む 読んでいない 

20歳未満 
20歳代 
30歳代 
40歳代 
50歳代 
60歳代 
70歳代超 

0

20

40

60

80

100

120
（人） 

72

91

110

72

44

72

91

110

72

44

特
　
　
　
　
集 

質
　
　
　
　
疑 

一

般

質

問

 

追

跡

記

事

 

ま
ち
の
元
気
者 

表紙の写真 （人） 

記事の写真 

記事 まちの 
元気者 

0

50

100

150

200

0

50

100

150
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Point① どれだけ読まれているか？ 
全体的に見ると、毎回もしくはときどき読むと答えた方が87％

を占めています。 

また年齢別では、若年層にあまり読まれておらず、60歳以上の
層ではおおむね読まれているという結果でした。 

【読んでいない理由】 
・議会に興味がない　・配られていることを知らなかった 

Point② 読んだ感想は？ 
「表紙の写真」、「まちの元気者」など各項目ともに支持を得

られているようです。 

Point③ 興味のある記事は？ 
「質疑」と「一般質問」と答えた方が多く、次いで「追

跡記事」、「特集」の順になっています。 

■編集委員より 

　アンケート結果を見ると配られていること
を知らなかった人、毎回読んでいる人、ホー
ムページで議会の内容を見ている人まで関心
の差を大きく感じました。 
　今後は、わかりやすく、興味を持ってもら
えるようにしていきたいと思います。 
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会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/gikai/kaigiroku.html

3月 2日（金）　提案説明 
3月 6日（火）　質疑 
3月 7日（水）　質疑・委員会付託 
3月12日（月）　総務建設常任委員会 
3月13日（火）　文教福祉常任委員会 
3月15日（木）　一般質問 
3月16日（金）　一般質問 
3月21日（水）　討論・採決 

表紙の写真 
毎年恒例の保育園の生活発
表会。園児も親も両方が熱く
なる日です。年中のかわいい
園児がお父さん、お母さんに
もう一人の自分を伝えている
姿に感動しました。一生懸命
って素晴らしい！ 
=12月3日中保育園で 
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■取材を終えて 
　まちの元気者にピッタリのネーミングを持
つ元気クラブのみなさん。その爽やかな笑顔
からたくさんの元気をいただきました。 

（岡　孝夫） 
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はい・ち～ず！会員の皆さんと（前列左が水谷さん） 
＝10月22日　南児童センターまつり 

議
会
だ
よ
り
 

10月22日、多くの子どもたちが楽しんだ南児童センター
まつりでお手伝いをしていた元気クラブの水谷由美さんに
インタビューしました。 

12 月
定
例
会
 N
o.1
8
9

平
成
2
4
年
2
月
1
日
 

♪　元気クラブってどんな仲間？ 
　児童センターを拠点とするボランティア
グループです。主に児童センターでの色々
なイベント開催にあたり、各個人ができる
範囲でお手伝いしています。 
 
♪　例えばどんなイベントがありますか？ 
　季節行事やセンターまつり・お楽しみ会・
朗読劇・お菓子作りなどです。 
 
♪　会員になりたいときは？ 
　原則、町内在住または在勤で、この会の
目的に賛同される方なら、年齢・性別は問
いません。会費は保険料込みで年間500円
です。 
　詳しくは、お近くの児童センターにお問
い合わせください。（^_^）/ 
＜電話番号＞ 
・南児童センター　95-3528（元気クラブ事務局） 
・北児童センター　95-7141 
・西児童センター　96-0481 
 
♪　町や議会への要望などありましたら 
　会員研修時、講師の依頼先を探すのに困
ることがあるので、紹介等をお願いできる
と助かります。また、元気クラブの活動紹
介もしていただけるとうれしいです。 

♪　このボランティアに携わって良かったと思う
ことは？ 
　子どもが保育園児のときの母親仲間が、子ど
もが小学生になった今でも、この活動を通じて
つながりが持てることが楽しいです。今後、3つ
の児童センターの会員がいっしょになって何か
できればもっと楽しいかもしれません。（^_^）/
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